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WB 1:1000-1:5000,IHC 1:100-1:200

Calculated MW:50 kDa; Observed MW:70 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、BAG1関連タンパク質ファミリーのメンバーです。BAG1は、BCL-2、Rafタンパク質キナーゼ、ステロイドホルモン受容体、成長因子受容体、熱ショックタンパク質70 kDaファミリーのメンバーなど、様々な細胞アポトーシスおよび増殖関連タンパク質との相互作用を介して機能する抗アポトーシスタンパク質です。このタンパク質はC末端付近にBAGドメインを有し、これがHsc70/Hsp70に結合してシャペロン活性を阻害する可能性があります。このタンパク質は、腫瘍壊死因子受容体1型（TNF-R1）およびデスレセプター3（DR3）のデスドメインと関連していることがわかっており、それによって下流の細胞死シグナル伝達を負に制御します。このタンパク質の細胞死における制御的役割は、インテグリンを介したマトリックスとの接触が失われる間にアポトーシスを起こす上皮細胞で実証されました。異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが同定されています。 [RefSeq提供、2011年3月]
	研究分野
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	Silencer of Death Domain Rabbit Monoclonal Antibody を 1:3000 で使用して、HeLa、A431 細胞抽出物のウエスタンブロット分析を行いました。

